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健 康 情 報

臓
器
の
し
く
み
と
病
気 

第
３
回

「
消
化
器
」の
役
割
と
病
気

　
―
―
早
期
発
見・早
期
治
療
、専
門
医
に
相
談
を

貯
蔵
し
ま
す
。
唾
液
中
の
消
化
酵
素
で
で
ん
ぷ
ん

を
、
胃
液
中
の
胃
酸
と
消
化
酵
素
（
ペ
プ
シ
ン
）
で

タ
ン
パ
ク
質
を
腸
管
か
ら
吸
収
す
る
た
め
に
分
解

し
ま
す
。

　

胃
の
蠕
ぜ
ん
ど
う動

運
動
（
収
縮
す
る
動
き
）
に
よ
っ
て
、

食
べ
物
は
か
ゆ
状
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
腸
で

効
率
よ
く
吸
収
す
る
た
め
に
食
べ
物
は
徐
々
に
胃

か
ら
小
腸
の
最
初
の
部
分
で
あ
る
十
二
指
腸
に
送

り
出
さ
れ
ま
す
。
十
二
指
腸
に
は
、
膵
臓
か
ら
分
泌

さ
れ
る
多
く
の
消
化
酵
素
を
含
ん
だ
膵
液
や
肝
臓

と
胆
嚢
か
ら
胆
汁
が
流
れ
込
ん
で
き
ま
す
。
膵
液

は
胃
か
ら
流
れ
込
ん
で
き
た
消
化
物
を
さ
ら
に
よ

く
消
化
し
、
胆
汁
は
脂
肪
の
吸
収
を
助
け
る
重
要

な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

十
二
指
腸
を
は
じ
め
と
す
る
小
腸
で
、
胃
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
消
化
物
は
ブ
ド
ウ
糖
、ア
ミ
ノ
酸
、

グ
リ
セ
リ
ド
、
脂
肪
酸
な
ど
に
分
解
さ
れ
吸
収
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
腸
で
吸
収
さ
れ
た
栄
養
素
は
肝

臓
に
運
ば
れ
、
体
内
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
さ
ら

に
分
解
、
貯
蔵
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
ン
パ
ク
質

臓
、
膵
臓
の
順
に
多
く
、
肺
を
除
く
と
消
化
器
系

の
癌
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。女
性
で
は
大
腸
、

肺
、
胃
、
膵
臓
、
乳
房
の
順
で
、
大
腸
は
平
成
15

年
か
ら
女
性
の
癌
死
亡
の
最
多
部
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
消
化
器
の
働
き
に
つ
い
て
述

べ
、
胃
潰か
い
よ
う

瘍
、
胃
癌
と
関
連
す
る
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ

ー
・
ピ
ロ
リ
菌
、
消
化
器
癌
の
早
期
発
見
の
重
要

性
、
最
近
若
年
者
に
増
え
て
き
て
い
る
国
の
難
病

に
指
定
さ
れ
て
い
る
炎
症
性
腸
疾
患
、
食
生
活
の

変
化
に
よ
り
今
後
問
題
と
な
る
非
ア
ル
コ
ー
ル
性

脂
肪
性
肝
疾
患
、
そ
し
て
Ｃ
型
肝
炎
の
最
新
治
療

（
経
口
薬
治
療
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

消
化
管
と
肝
臓
の
働
き

　

消
化
管
は
食
道
・
胃
・
小
腸
・
大
腸
・
肛
門
か
ら

な
る
１
本
の
長
い
管
で
、私
た
ち
が
食
べ
た
物
は
、

ま
ず
食
道
を
通
っ
て
胃
に
到
達
し
ま
す
。
胃
は
風

船
（
袋
）
の
よ
う
に
膨
ら
み
食
べ
物
を
い
っ
た
ん

は
じ
め
に

ー
消
化
器
と
い
え
ば

　
　

 

　

循
環
器
と
い
え
ば
心
臓
を
、
呼
吸
器
と
い
え
ば

肺
を
連
想
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
で
は
消
化
器
と

い
え
ば
ど
の
臓
器
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
胃
や

大
腸
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
肝
臓
も
胆た
ん
の
う嚢

も
膵す

い
ぞ
う臓

も
消

化
器
で
す
。
消
化
器
の
対
象
と
な
る
臓
器
は
、
食

道
、
胃
、
小
腸
（
十
二
指
腸
、
空
腸
、
回
腸
）、

大
腸
、
肛
門
、
肝
臓
、
胆
嚢
、
胆
管
、
膵
臓
な
ど

実
に
多
く
の
臓
器
が
含
ま
れ
ま
す
【
図
１
】。

　

消
化
管
は
食
べ
た
物
を
消
化
、
吸
収
、
排
泄
と

い
っ
た
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
食
べ
物
を
食
べ
て

か
ら
排
泄
さ
れ
る
ま
で
24
時
間
か
ら
72
時
間
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
肝
臓
は
代
謝
、
解
毒
、

胆
汁
の
合
成
と
分
泌
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
は
、
昭
和
56
年

以
来
悪
性
新
生
物
（
癌が
ん

）
で
す
。
平
成
27
年
の
部

位
別
死
亡
数
は
、
男
性
で
は
肺
、
胃
、
大
腸
、
肝

宮﨑 招久
順天堂大学医学部附属練馬病院副院長、

消化器内科教授
【みやざき・あきひさ】

昭和 54 年順天堂大学医学部卒業。昭和 59 年
カナダのトロント大学医学部附属小児病院病
理学に留学。専門分野は消化器疾患、肝臓病。
日本消化器病学会専門医・指導医、日本肝臓
学会専門医・指導医。



29 Vol.131

げ
る
イ
ン
ス
リ
ン
や
血
糖
値
を
上
げ
る
グ
ル
カ
ゴ

ン
な
ど
で
す
。
膵
臓
は
血
糖
値
の
調
節
に
重
要
な

役
割
を
演
じ
て
い
ま
す
。

　

飲
み
水
や
食
べ
物
で
の
経
口
摂
取
さ
れ
る
水
分

と
、
胃
液
、
胆
汁
、
膵
液
、
腸
液
な
ど
消
化
管
か
ら

分
泌
さ
れ
る
消
化
液
を
合
わ
せ
約
９
リ
ッ
ト
ル
の

水
分
が
１
日
に
消
化
管
に
流
入
し
、
約
７
リ
ッ
ト
ル

は
小
腸
で
吸
収
さ
れ
、
残
り
約
２
リ
ッ
ト
ル
が
大

腸
に
進
み
、
大
腸
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
吸
収
さ
れ
、

糞
便
中
に
出
て
い
く
の
は
約
0
・
1
リ
ッ
ト
ル
で
す
。

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌

　

ピ
ロ
リ
菌
は
１
９
８
２
年
に
発
見
さ
れ
ま
し
た

【
図
２
】。
ピ
ロ
リ
菌
の
正
式
名
称
は
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
・
ピ
ロ
リ
（H

elicobacter P
ylori

）
で
す
。

胃
に
生
息
す
る
長
さ
２
・
５
～
３
μ
ｍ
、
直
径
０
・

５
μ
ｍ
の
細
菌
で
４
～
７
本
の
鞭べ
ん
も
う毛

を
持
ち
、
胃

粘
膜
に
感
染
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の

原
因
と
な
り
ま
す
【
図
３
】。
ピ
ロ
リ
菌
は
乳
幼

児
期
に
口
か
ら
感
染
し
、
以
前
は
日
本
人
の
80
％

以
上
が
感
染
し
て
い
ま
し
た
が
、
衛
生
環
境
が
良

く
な
り
近
年
感
染
者
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
が
胃
の
粘
膜
に
感
染
す
る
と
、
胃
の

粘
膜
が
障
害
さ
れ
、
慢
性
胃
炎
と
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
胃
潰
瘍
、
委
縮
性
胃
炎
な
ど
を
引
き
起
こ

し
、
一
部
は
癌
に
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
胃
潰
瘍
の
70
～
90
％
に
ピ
ロ
リ
菌
が

関
与
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
は

胃
癌
の
大
き
な
要
因
で
す
。

【図１】　消化器の構成

な
ど
が
合
成
さ
れ
ま
す
。
身
体
に
と
っ
て
有
害
な

物
質
は
肝
臓
で
無
毒
化
さ
れ
、
尿
や
便
に
排
泄
さ

れ
ま
す
。
薬
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
も
肝
臓
で
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
肝
臓
は
胆
汁
を
分
泌
し
ま
す
。

　

膵
臓
は
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
や
リ
パ
ー
ゼ
な
ど
の
消
化

酵
素
を
分
泌
す
る
と
と
も
に
、
血
糖
値
に
影
響
を

及
ぼ
す
ホ
ル
モ
ン
を
産
生
し
ま
す
。
血
糖
値
を
下

出典：『胃腸のしくみ事典』（技術評論社刊、2017年）　10～11頁より一部改変　

【図２】ピロリ菌の
　　　  電子顕微鏡写真

写真提供：大塚製薬株式会社　

唾液腺

小腸…十二指腸、空腸、
回腸からなる

肛門

食道

肝臓…有害な物質
を無 毒 化。 胆
汁を分泌する

十二指腸…膵臓から
膵液、肝臓と胆嚢
から胆汁が流れ込む

直腸

大 腸 … 盲 腸、 結 腸、
直腸からなる

胃

胆嚢…肝臓でつくられた
胆汁を貯蔵する

口腔

⑤小腸で、消化物は分解、吸収

⑥栄養素は肝臓に運ばれ、
さらに分 解、 貯 蔵され、
タンパク質などが合成さ
れる

膵臓…消化酵素を分泌
し、血糖値に影響を
及ぼすホルモンを産生

④胃の蠕動運動により、食物はかゆ状に

②唾液中の消化酵素で
でんぷんを分解

③胃液中の胃酸と消化酵素でタンパク質を分解

⑦消化後の残存物は排泄

①食べ物をとり込む



30

に
対
し
て
は
内
視
鏡
的
治
療
が
一
般
的
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

内
視
鏡
的
治
療
に
は
、
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術

（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
）
と
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
（
Ｅ

Ｓ
Ｄ
）
が
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
登
場
に
よ
り
、

比
較
的
大
き
な
早
期
癌
が
内
視
鏡
的
に
切
除
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
病
変
の
周
囲
に
印

を
つ
け
、
病
変
の
下
（
粘
膜
下
層
）
に
局
所
注
射

を
行
い
、
病
変
を
浮
か
せ
、
専
用
ナ
イ
フ
で
病
変

周
囲
の
粘
膜
を
切
り
、
粘
膜
下
層
を
徐
々
に
剥
離

し
病
変
を
一
括
切
除
す
る
手
技
で
す
【
図
４
】。

　

胃
癌
の
薬
物
療
法
で
は
、
抗
が
ん
剤
を
使
う
化

学
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。最
近
は
新
薬
が
登
場
し
、

治
療
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

大
腸
ポ
リ
ー
プ
、
大
腸
が
ん

　

大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
、
大
腸
内
腔
（
管
の
内
部
）

に
向
か
っ
て
イ
ボ
の
よ
う
に
隆
起
し
た
病
変
で

す
。
大
腸
ポ
リ
ー
プ
の
一
部
は
早
期
癌
で
あ
っ
た

り
、癌
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
ポ
リ
ー
プ
（
腺
腫
）

も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
症
状
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
腸
癌
は
50
～
70
歳
代
に
多
く
、
60
歳
代
に
ピ

ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
早
期
癌
と
進
行
癌
に
分
け
ら

れ
ま
す
が
、
早
期
癌
は
症
状
に
乏
し
く
、
進
行
す

る
と
血
便
、
腹
痛
、
便
秘
と
下
痢
を
繰
り
返
す
と

い
っ
た
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
２
０
１
６
年
の

が
ん
統
計
予
測
」
に
よ
る
と
、
大
腸
癌
は
１
年
間

に
な
る
癌
の
中
で
最
も
多
い
癌
で
す
。
年
間
死
亡

胃
癌

　

わ
が
国
で
は
、
胃
癌
患
者
は
50
～
60
歳
代
に
多

く
、
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
か
か
り
や
す
く
、

男
性
は
女
性
の
２
倍
で
す
。
胃
癌
は
早
期
癌
と
進

行
癌
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
早
期
癌
か
進
行
癌
で

あ
る
か
は
、
癌
が
浸
潤
し
て
い
る
（
内
部
組
織
に

広
が
っ
て
い
る
）
深
さ
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

早
期
癌
は
癌
の
浸
潤
範
囲
が
浅
く
、
粘
膜
内
か

粘
膜
下
層
に
と
ど
ま
る
も
の
で
す
。
早
期
癌
で
は

症
状
は
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
検
診
な
ど

で
偶
然
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

癌
が
進
行
し
て
く
る
と
心し
ん
か
ぶ
つ
う

窩
部
痛
（
み
ぞ
お
ち
の

痛
み
）、
腹
部
不
快
感
、
吐
き
気
な
ど
の
症
状
が

出
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
胃
癌
だ
け
に

特
徴
的
な
症
状
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
胃
癌
の
原
因
と
し
て
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
感
染
、
喫
煙
、
塩
分
の

過
剰
摂
取
な
ど
で
す
。
２
０
１
５
年
の
「
人
間
ド

ッ
ク
の
現
況
」（
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
）
に
よ
る

と
、
ド
ッ
ク
で
発
見
さ
れ
る
胃
癌
の
81
・
5
％
が

早
期
癌
で
し
た
。
ま
た
、「
平
成
26
年
度
消
化
器
が

ん
検
診
全
国
集
計
」（
日
本
消
化
器
が
ん
検
診
学
会
）

に
よ
る
と
、
胃
癌
の
治
療
と
し
て
約
35
％
の
人
が

内
視
鏡
的
治
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
胃
癌
に
占

め
る
早
期
胃
癌
の
割
合
は
約
70
％
で
、
死
者
数
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

治
療
は
外
科
的
治
療
が
第
一
選
択
で
す
が
、
最

近
は
、
病
変
を
拡
大
し
て
観
察
で
き
る
拡
大
内
視

鏡
検
査
を
行
い
、
リ
ン
パ
節
転
移
の
な
い
早
期
癌

　

ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
査

法
に
は
、
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

・
血
液
や
尿
で
抗
体
を
調
べ
る
方
法

・
検
査
薬
を
服
用
し
て
呼
気
を
調
べ
る
方
法

　（
尿
素
呼
気
試
験
）

・
便
中
の
抗
原
を
調
べ
る
方
法

・
内
視
鏡
検
査
で
直
接
胃
粘
膜
を
採
取
し
て
調
べ

る
方
法

　

胃
内
視
鏡
検
査
や
胃
部
Ｘ
線
検
査
で
胃
炎
、
胃

潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
と
診
断
さ
れ
、
ピ
ロ
リ
菌

感
染
が
確
認
さ
れ
る
と
、
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
治
療

が
検
討
さ
れ
ま
す
。
除
菌
治
療
は
１
種
類
の
胃
薬

と
２
種
類
の
抗
生
剤
を
１
週
間
服
用
し
ま
す
。
こ

の
治
療
で
の
除
菌
成
功
率
は
70
～
90
％
で
す
。
除

菌
に
よ
り
ピ
ロ
リ
菌
が
い
な
く
な
れ
ば
、
ピ
ロ
リ

菌
が
原
因
の
胃
潰
瘍
や
胃
癌
の
発
病
の
可
能
性
を

大
き
く
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【図３】ピロリ菌で起こる病気

出典：『Asaka M.et al:int J Cancer. 2013:132.1272』
　および『胃・十二指腸潰瘍の安心ごはん』（女子栄養大学出版

部刊、2015年）13頁を一部改変　

ピロリ菌感染

萎縮性胃炎

分化型胃癌

慢性胃炎
（ヘリコバクター・ピロリ菌感染胃炎）

数週間から数カ月で 100％

胃潰瘍・十二指腸潰瘍

胃ＭＡＬＴリンパ腫

機能性胃腸症（FD）

特発性血小板減少性紫斑病

胃ポリープ

未分化型胃癌

放っておくと、さまざまな
病気を引き起こすおそれが…
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観
察
が
行
わ
れ
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
Ｒ
で
は
切
除
で
き
る

大
き
さ
に
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
大
き
な

病
変
で
も
切
除
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

炎
症
性
腸
疾
患

（
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
） 

　

最
近
、患
者
数
が
増
加
し
て
い
る
腸
の
病
気
に
、

潰
瘍
性
大
腸
炎
と
ク
ロ
ー
ン
病
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
２
つ
の
病
気
は
、
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
た

め
国
の
難
病
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
４

年
度
末
の
医
療
受
給
者
証
お
よ
び
登
録
者
証
交
付

数
は
、
男
性
で
は
肺
癌
、
胃
癌
に
次
い
で
第
３
位

で
、
女
性
で
は
大
腸
癌
が
ト
ッ
プ
で
す
。
前
述
の

「
人
間
ド
ッ
ク
の
現
況
」
に
よ
る
と
、
ド
ッ
ク
で
発

見
さ
れ
る
大
腸
癌
の
71
・
7
％
が
早
期
癌
で
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
消
化
器
が
ん
検
診
全
国
集
計

（
日
本
消
化
器
が
ん
検
診
学
会
）
に
よ
る
と
、
大
腸
癌

の
治
療
と
し
て
、
約
16
％
で
内
視
鏡
的
ポ
リ
ペ
ク
ト

ミ
ー
が
行
わ
れ
、
約
31
％
に
Ｅ
Ｍ
Ｒ
や
Ｅ
Ｓ
Ｄ
な
ど

内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
【
図
５
】。

大
腸
癌
に
占
め
る
早
期
大
腸
癌
の
割
合
は
約
63
％

で
し
た
。
早
期
癌
で
は
拡
大
内
視
鏡
な
ど
の
特
殊
な

件
数
か
ら
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
の
患
者
数
は
17
万
人

以
上
【
図
６
】、
ク
ロ
ー
ン
病
は
約
４
万
人
と
類

推
さ
れ
ま
す
【
図
７
】。

【図 4】内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）

出典：『胃腸のしくみ事典』（技術評論社刊、2017年）　77頁を基に作成

【図５】内視鏡的ポリペクトミーと内視鏡的粘膜切除術（EMR）

出典：『胃腸のしくみ事典』（技術評論社刊、2017年）　180頁を基に作成　

①病変の周囲に
印をつける

②粘膜下層に局所注射を
し、病変を浮かせる

③ナイフで病変周囲
の粘膜を切る

④粘膜下層を徐々に剥離し、
病変をはぎ取る

①スネア（金属の輪）の中
に癌を含んだポリープを
取り込む

②ポリープをしばる ③スネアに電気を
流してポリープ
を切除する

■内視鏡的ポリペクトミー

■内視鏡的粘膜切除術（EMR）

①粘膜下層に生理食塩水
を注入して、腫瘍を浮
かせた状態にする

②スネアで腫瘍を取り込む ③スネアに電気を流して
腫瘍をはぎ取る

生理食塩水

大腸内視鏡
スネア

ポリープ

大腸内視鏡注射針 スネア腫瘍

【図６】潰瘍性大腸炎医療受給者証
　　    交付数の推移

【図７】クローン病医療受給者証交付数の推移

図６・図７共、出典：難病情報センターホームページ「特定疾患医療受給者証所持者数」より作成　　http://www.nanbyou.or.jp/
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わ
れ
た
方
は
肝
臓
専
門
医
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

　

治
療
に
よ
り
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
身
体
か
ら

消
失
し
て
も
、
肝
細
胞
癌
の
発
生
が
認
め
ら
れ
る

た
め
、経
口
薬
治
療
後
も
外
来
通
院
は
必
要
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
が
消
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
外
来
通
院

を
や
め
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
わ
り
に

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

わ
が
国
で
は
生
涯
で
癌
に
罹
患
す
る
確
率
が
男
性

63
％
、
女
性
47
％
で
、
２
人
に
１
人
が
癌
に
罹
患

す
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
総
死
亡
の
約

30
％
を
占
め
る
癌
は
死
因
の
第
１
位
で
す
が
、
癌

の
中
で
も
消
化
器
系
癌
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

消
化
管
の
癌
は
早
期
発
見
が
重
要
で
あ
り
、
早

期
癌
は
内
視
鏡
的
に
切
除
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
早
期
癌
の
発
見
に
は
、
各
種
検
診
や
人
間
ド

ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
ヘ
リ

コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
は
胃
癌
と
関
係
が
あ
り
、

菌
を
除
去
す
る
除
菌
療
法
が
重
要
で
す
。

　

食
生
活
の
変
化
に
よ
り
肥
満
や
糖
尿
病
な
ど
が

増
加
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪

肝
炎
に
起
因
す
る
肝
細
胞
癌
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
人
は

肝
細
胞
癌
を
発
症
し
や
す
い
の
で
す
が
、
経
口
薬

で
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

病
気
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。

最
近
の
医
学
の
進
歩
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
各
専
門
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。

尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
の
基
礎
疾
患
を
持
っ
た
人

に
発
症
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
は
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝（
単
純

性
脂
肪
肝
と
も
い
わ
れ
る
）
と
非
ア
ル
コ
ー
ル
性

脂
肪
肝
炎（N

onA
lcoholic S

teatoH
epatitis

：

N
A

S
H

）と
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
わ
が
国
で
は
１
０

０
０
～
２
０
０
０
万
人
の
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
が
存
在
し
、

そ
の
約
10
～
20
％
が
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
肝
硬
変
・
肝
細
胞
癌
へ
の
進
展

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
今
後
増
加
し
問
題
に
な
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ

ク
で
脂
肪
肝
と
診
断
さ
れ
た
時
は
経
過
観
察
で
あ

っ
て
も
、
精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
わ
が
国
で
は
、
肝
細
胞
癌
で
年
間
約
３
万

人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
肝
細
胞
癌
の
原
因
の
約

65
％
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
で
す
。Ｃ
型
肝
炎
の
治
療

に
２
０
１
４
年
９
月
か
ら
経
口
薬（
直
接
作
用
型
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
）が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
い
う
注
射
が
主

体
で
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
は
発
熱
、
倦

怠
感
、
頭
痛
、
食
欲
不
振
、
抑
う
つ
な
ど
の
副
作

用
が
あ
り
、
特
に
高
齢
者
に
は
使
用
し
づ
ら
か
っ

た
の
で
す
が
、
経
口
薬
は
副
作
用
が
少
な
く
、
最

近
は
12
週
間
の
服
用
で
約
95
％
の
患
者
さ
ん
で
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
削
除
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

使
用
可
能
な
患
者
さ
ん
は
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
や
軽
度

の
Ｃ
型
肝
硬
変
の
患
者
さ
ん
で
、
進
行
し
た
Ｃ
型

肝
硬
変
の
患
者
さ
ん
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

わ
が
国
の
Ｃ
型
肝
炎
患
者
数
は
約
１
５
０
万
人

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。経
口
薬
は
高
額
で
す
が
、

医
療
費
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
型
肝
炎
と
い

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
は
近
年
、
毎
年
約
１
万
人
ず
つ

患
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
診
断
に
は
大
腸
内

視
鏡
検
査
や
Ｘ
線
造
影
検
査
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
は
大
腸
に
だ
け
起
こ
り
ま
す

が
、
ク
ロ
ー
ン
病
は
主
に
小
腸
や
大
腸
に
病
変
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
と
も
に
腸
の
粘
膜
に
炎
症
や
潰

瘍
を
引
き
起
こ
す
炎
症
性
腸
疾
患
で
す
。
潰
瘍
性

大
腸
炎
は
肛
門
に
近
い
大
腸
（
直
腸
）
の
粘
膜
か

ら
炎
症
が
始
ま
り
、大
腸
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
と
も
に
比
較
的

若
年
者
に
発
症
し
、
10
歳
代
後
半
か
ら
30
歳
代
前

半
に
好
発
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

高
齢
者
の
発
症
も
決
し
て
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

腹
痛
、
下
痢
、
粘
血
便
、
倦
怠
感
、
発
熱
、
体
重

減
少
な
ど
の
症
状
が
出
現
し
ま
す
。
若
い
人
で
こ

の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診

し
て
下
さ
い
。
治
療
は
潰
瘍
性
大
腸
炎
も
ク
ロ
ー

ン
病
も
寛
解
状
態
（
完
治
で
は
な
い
が
ほ
ぼ
治
っ

た
状
態
）
を
目
指
し
、
薬
物
療
法
や
栄
養
療
法
が

行
わ
れ
、
時
に
は
外
科
手
術
も
考
慮
さ
れ
ま
す
。

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎
、

Ｃ
型
肝
炎
、
肝
細
胞
癌

　

食
生
活
の
欧
米
化
や
肥
満
人
口
の
増
加
に
伴
い
、

明
ら
か
な
飲
酒
歴
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肝
臓

の
脂
肪
化
を
特
徴
と
す
る
慢
性
の
肝
障
害
で
あ
る

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患
（N

onA
lcoholic 

F
atty L

iver D
isease: N

A
F

L
D

）
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
疾
患
、
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
や
自
己
免
疫
性
肝
疾
患
な
ど
ほ
か
の
肝
疾
患

を
除
外
し
て
診
断
さ
れ
ま
す
。
多
く
は
肥
満
、
糖


